
っ
て
、
大
壼

考
え
ま
す
。

身
延
山
開
開
七
○
○
年
の
意
義
深
い
年
を
送
り
、
本
誌
も
四
十
六

号
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
の
た
め
の
全
国
同
窓
会
大

会
も
開
か
れ
、
盛
会
で
し
た
。
ま
た
学
生
寮
の
「
行
学
寮
」
も
立
派

に
完
成
し
ま
し
た
。

本
号
に
は
、
昨
秋
本
学
に
お
い
て
開
か
れ
た
第
二
十
六
回
日
蓮
宗

教
学
研
究
発
表
大
会
の
成
果
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
都
合
に
よ
り

論
文
の
掲
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
発
表
者
も
、
何
人
か
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
紀
要
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
に
お
け
る
日

蓮
教
学
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
、
で
き
る
手
が
か
り
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

尚
、
発
行
が
大
変
に
予
定
よ
り
遅
れ
て
し
ま
い
、
会
員
各
位
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
分
に
も
「
国
庫
補
助

金
」
を
得
て
、
出
版
い
た
し
て
お
り
ま
す
た
め
、
や
む
を
え
な
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
町
田
先
生
が
、
本
誌
の
「
総
目
録
」
を
作
製
し
、

本
号
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
『
楼
神
』
を
読
む
者
に
と

っ
て
、
大
変
に
便
利
な
目
録
で
あ
り
、
益
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と

ｌ
後
記
Ｉ

（
上
田
・
記
）

棲
神
四
十
六
号

昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
日
印
刷

昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
五
日
発
行

編
集
者
里
見
泰

発
行
者
室
住
一

印
刷
者
宮
田
如

甲
府
市
中
央
一
丁
目
十
二
’
三
十
一

印
刷
所
大
宣
堂
印

発
行
所
身
延
山
短
期
大
学
学
会

山
梨
県
身
延
山
東
谷

（
毎
Ｎ
Ｏ
、
四
○
九
’
二
五
）

振
替
（
甲
府
）
一
二
七
五
番

電
話
身
延
ｅ
襄
奏
）
二
’
○
一
○
七 刷 龍妙穏


